











































































子 1)、小保方　馨 2)、宮崎　　大 3)、野上美由紀 1)、


































け い た ろ う
太郎 1)、中島　　誠 2)、石井　史子 3)、東郷　和美 4)、
　渡辺恵美子 5)
緒言：救命センタ－とがん診療拠点病院を標榜する当院は多くの悲
嘆が生まれる状況にある。当院のグリ－フチ－ムは救急外来を含め
た病院内で発生した悲嘆をグリ－フケアで応対し、残された患者家
族の悲嘆の表出とともに今後の社会生活にスム－ズに適応できるよ
うに支援してきている。当院のグリ－フケアの現状とそこにいたる
までの院内での過程を示す。
期間、方法：平成23年7月-平成25年5月。当院は主治医の許可を得て
グリ－フケアの紙を渡し、家族自身が電話で面談希望があった際に
MSWが時間調整をして医師、心理士がグリ－フワ－クを行う。院
内スタッフがグリ－フケアの紙を渡した総数、場所、グリ－フケア
に至った症例数を検討する。
結果：総数72例、渡した場所は救急外来36例、一般病棟35例、CCU
　1例であった。グリ－フケアに至った数は7例(9.7％)であった。各
症例に対してグリ－フケアを行った数　3回　1例、2回　1例　1回
　5例であった。CPA患者のグリ－フケアは1件、がん患者のグリ－
フケアは6例であった。
考察：本来、病棟での看取りの際の悲嘆から次第に救急外来の急な
変化の悲嘆に向けてグリ－フケアを提供できるように院内活動を
行ってきた。半数は救急外来中心でグリ－フの紙を渡せるようにな
り(36例/72例)、病棟が逆に渡せていない現状になってきている。グ
リ－フケアの割合は当院では9.7％であった。実際の救急のみの関わ
りのグリ－フケアの数は少なかった。（14.2％）
結語：院内グリ－フチームの啓蒙活動もあり、救急外来のCPA患者
家族にグリ－フケアの紙を渡せるようになってきた。今後は救急、
病棟患者含めて自然にグリ－フケアの紙を渡して、患者の意志でグ
リ－フケアを受られる環境を実現したいと考えている。
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